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I は じ め に
フラ ‘ノスにおける都市の大部分は， 古くから城壁を備えて発達した囲郭都市である． したがって，
都心部とその周辺には古い市街地が現在なお残存している． それらの地区は， 老朽化した家屋をはじ
め， 歴史的な遺跡など各種の建造物を擁し， 急増する都市人口やモ ー タリゼ ー シ ョ‘ノの進展などの現
代の都市社会に適応し得なくなっている． しかも， フラ ‘ノスにおいては， 古くから外国人労働者を流
入させてきた． 骰も外国人労働者が集中するパリ地方においては， 外国人が約150万人居住し， その
数は全人口の約10%に相当する． これらの外国人労働者は， 概して低所得者層からなるため， 安価な
家賃の住宅を求める結果， 都市空間内で本国人と外国人の住み分け現象(segregation)も進み， 旧市
街地での都市問題をより 一層複雑なものにしている．
都市内部において現代都市社会に適応し得なくなった部分， すなわち老朽化した市街地を現代的に
体質改善する都市再開発事業は， 近年， 世界的に広く実施されているが， フランスにおいても， 都市
問題を解決するために重要視されている． 急増する都市人口が既成市街地から流出するのを受け入れ
る郊外でのニュ ー タウ ｀ノ建設などの地域整備計画とともに， 都市再開発は， 今後とも長期にわたって
事業を促進しなくてはならない主要課題である ．
本稿は， 近年， フラソスの諸都市における都市再開発が， いかなる背景と計画をもって実施され，
都市再開発によって従来の都市空間の生態系がいかに変容しつつあるかを明らかにすることを課題と
する． その際， フラソスにおける都市再開発事業は， 目的も多様であり規模もさまざまである． 本稿
は， 首都パリ， そして地方都市のリヨ ‘ノとグルノ ー ブルにおける都市再開発事業を取り扱う． パリ市
とその郊外を含めたパリ地方(la region parisienne)は， 全国土のわずか2. 4 %の面積に過ぎないが，
全人口の約20%, 全都市人口の30%が集中し， その他， 諸機能の多くの割合が集積しているる そのた
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め， バリは国内において極めて高い中心性をもち，先進国としてはめずらしいプライメイト ・ シティ
ー(Primate City)の様相を呈している ． そのため，都心部における諸機能の過度な集積は，各種の
都市問題を生起しているため，多くの都市再開発事業が試みられている． フ ラ ‘ノス第2 の都市のリヨ
ソにおいては， 「副首都(capitale bis)」の機能を発揮させるための都市再開発事業が試みられ， 都
市再開発が都市空間の改造にとどまらず，当該筵方における中心性を高める効果を追求し，ひいては
国土の均衡ある発展をも目途している ． グルノープル市においては，市民参加による街区(quartier)
を中核とした都市再開発事業が進められ， グルノ ー ブル方式としてその成果が注目されている ．
上記のように， フラソスにおいてはそれぞれの都市の特性に応じた都市再開発がなされており，都
市再開発の性格は，それぞれの都市行政によって規定されるとともに ，各都市の社会 ・ 経済的基盤に
影響され，さらには都市の規模によっても作用されると思われる ．
都市再開発は，1)再開発(renovation), 2)修復(restauration), 3)保全(conservation)に分
けることができる ． 都市再開発は，その目的・施行内容等が広範囲にわたるため， 上記の分類を念頭
において，本稿を進めたい．
Il パリにおける都市再開発
バリにおける都市再開発の歴史は古い. 19世紀中期のオスマソ(G.B. Haussmann) のパリ大改造
計画は，過去において最も成功した都市再聞発事業であった. 1853年にセ ー ヌ県の知事に任命された
オスマソは，衛生・美化・安全という三つの構想をもった都市再開発計画を立てた ． その結果， プー
ロ ー ニ ュ (Boulogne)・バソセ ‘ノヌ(Vincennes)の緑地をはじめ， モ ‘ノス ー リ(Montsouris)公園
を新設した．複雑な道路網を取り壊して幾何学パタ ー ソの大通りを建設し，それらは砕石で舗装され
て歩道を伴ったものであった．バリの上水道を整備するとともに下水施設も整備された．病院， 市場
などの公共施設が新設され，セ ー ヌ） IIには新しい橋もかけられた．都市再開発を必要とした当時のバ
リ市の人口は，125万と推定された．
オスマソの都市再I開発事業から，すでに 1世紀余りを経過したパリにおいては，都市問題はより深
刻により複雑になっている．
H-1. バリにおける都市百開発の展閲
1954年の時点において，バ リ地方における全住宅数の22%が1871年以前に建造されたものであり，
わずか 4 %のみが1949年以降に建てられたものであった. 1963年の建築白醤は， バ リ市内の 3分の 1
の建造物を改造する必要があると報告している. 1969年になると，1871年以前の住宅数は15%と滅少
し，その一方，1949年以降に建てられたものは30%に増加した． バリの発祥地は ヽンテ島であり，人口
増加に伴って城壁を外延部に移動させて，市街地を拡大したため， 当然の結果として都心部に古い建
造物が残存し，外側に向うほど建造物の建築年代が新しくなる傾向がある（第2図） ． 現在のペリ市
の境界にほぼ相当する位置にあった城壁が，1910年代後半から1920年にかけて取り壊されたため，そ
の地帯には，第2図に示されるように，1914年以降の相対的に新しい建造物が多い ．
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バリ地方における 住宅の老朽
化と新しい住宅需要の動向を探
るには， 以下のような統計があ
る. 1950年から 60 年までの間
は， 年間40,000戸の住宅が 建築
されていたが， 1962年から68年
には， 年乎均87,000戸の家屋が
建築され， 1968年以降は年 間
100,000戸の建築がな されてい
る最近25年間にバリ地方にお
いては， 約100万戸の住宅 が建
築された計算になり， バ リ地方
の約3分の1の住宅は， 近代的
なものであると推定できる． しかし， バ リ市内に限ってみると， J舌住現境の改善はごく限定されてい
レ ・ アA
る． バリ市の第 1 区から第11区にかけた中心部において， 新しく建築されたアバートは， 中央市場の
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第1図 バリ大都市圏の整備計画
再開発地区を除けば， 点的な分布に過ぎない． それらの区においては， 建造物の高さに 制限があり，
内庭の面積を縮小することが制限されているためである． 一方， 高層ビル群はバリ市内の周辺部に位
置する区において建築され， イクリア広場 (Place d'ltalie), フロ ‘ノ ・ ドュ ・ セ ー ヌ (Front de 
Seine), オー・ ドゥ ・ ペルビル (Haut de Belleville)等の諸地区である ． 窪裕陪の集中する 第16 区
においても， 個人の大邸宅に変わって， 高層の集合住宅の形式が増加して い る． バリ市 内 に おい て
は， 住宅の改築が進められているが， 郊外における新しい住宅とは居住環境に格差があり， 老朽化し
た住宅の割合が依然として高
し、 ＊
上記のようなバリ市内の住
宅問題を早急に解決するため
に， 都市を大規模に改造する
計画が心要 に なった． し か
も ， 現代において要望される
都市再開発計画は， 大規模で
あることが特色である． さら
に， 国際的な資本が一 国の範
1mを越えて流動する時代にお
いて， これらの都市再開発計
画は， 国際的な規模で競合す
る段階に入った．
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第2図 パリ市における建造物の建築年代 (J. Beaujeu-Garn1er
他による）
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メ ー ヌ ・ モンパルナス(Maine Mon­
tparnasse)計画は， わずか8ha の面積
で あ る が， ヨーロ ッ バ 最大の 高層ビル
の トゥ ール ・ モン バル ナス (la Tour 
Montparnasse)を有している． それは，
地上210m,地下6 0mの58階建てのビ）レ
であり， うち52階は事務所からなり， 約
6,000人の労働者が就業している ． 本計
第3図 パリ市における近年(1954�1974年）の建築状況
画は， モ ‘ノパルナス国鉄駅を移転するた
めに， まず 19 3 9年に立案されたものであ
ったが， 実際に工事に着工したのは， 19
61年であった ． 計画区域を四つのセクタ
ーに区分し， 第 1セクク ー には， 18階建(J. Beaujeu-Garnierによる）
ての事務所ビル， 第2セクタ ーは住宅用
の建物と郵便セソタ ー ， 第 3 セクタ ー に
上述のトゥ ール・モソバルナスを擁する
商業センタ ーからなり， 第4セクタ ー に
国鉄モソパルナス駅が新築された ．
バリ第13区に位置するイタリア広場の
周辺では， 街区の高層化が進められてい
る． この計画の範囲は， オーストリッ ツ
駅からベルビルの丘までの87haであり，
住宅 ・ 事務所 ・ 商業セソタ ー ・ 公共施設
を新たに建設するものである． また， マ
イヨ ー 『J(Porte Maillot)周辺地区の都
市再間発計画は， 二つの大規模なホテル
第 4 図 バリ市における部市再開発地区(J. Beaujeu­
Garnierによる）
・会議センタ (ーPalais des Congrもs)・商業セ ‘ノタ ー ・駐車場等からなる ． 従来までバ リに不足して
いた会議場 ・ 展示場そして宿泊施設を都市再開発事業によって補完し， バ リにより国際性をもたせる
ものであり， すでに完成している． さらに， パリ市19区にあるラ ・ ビレ ッ ト(la Villette)旧屠殺場跡
地の面積に， 都市再開発計画が進められ， 事務所と住宅建設を目的としている ．
バリの都心部での都市再開発は， きわめて困難な事業である ． 建造物をノ ー トル ・ ダム寺院より高
くすることができず， しかも古い歴史的遺跡が多い． つねにセ ー ヌ川に沿って調和あるパー スペクテ
ィ フを保たなくてはならない． フラ ‘ノス人は， 古くから都市空間においてパ ースペクテ ィ フを重んじ
てきた． そのため， 多くの制約に真面している． 都心部での修復工事が成功したのは， セ ー ヌ川右岸
の マ レ地区である． 当地区には， 17世紀に 建造さ れ た アバ ー ト群が囲むボ ー ジュ広場 (Place des 
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Vosges)がある. 1962年の法令で当地区の解体工事は延期され， 修復工事が始まった ． この事業は，
政府とバリ市， そして民間の土地所有者が協力してtょされた． 建物の正面が工事によって新しくな
り， 中庭は改造され， 庭園はよみがえり， ベリのなかでは散策に適した地区となり， 観光客をも引き
つけている ． しかし， 修復工事による影響が出はじめている ． かつては， 老朽化し破壊しかけていた
建物に居住していたのは， 低所得者層であった． 修復工事によって， 居住環境が変わり地価が高騰し
アバートの価格も上昇すると， 従来， 居住していた者は他所に転出するようになった． 代って富裕層
が当地区に入居するようになり， 地区の社会的性格が変容しはじめている．
都心部の再開発事業は， 地区の人口吸引力を失なうことなく， それに加えて従来欠如していた機能
を補完することに徹している． その際に， 居住機能を優先的に残存させることを計画に組み入れて，
都心部の空洞化現象を防ぎ止めようとしている． さらに事業を施行するベリ市は， これらの居住機
能が限られた所有者に集中することのないように配慮している．
パリ市外の再開発事業は， 都心部のものに比較して容易であり， しかも大規模なものである． いく
つかの開発計画心地域的なものにとどまらず， 国家的なスケ ー ルでなされている ． バリ都心部から
バリ南部へ移転したラソジス(Rungis)中央市場は， フラ‘ノスにおける晟大の卸売市場としてのみ機
能するのではなく， 道路網 亀 鉄道網の要地を占めることから， 大規模な地城計画を有している． ベル
・ エピソヌ(Belle Epine)の商業セソク ー ， ショ ワジー ・ ル ・ ロワ(Choisy le Roi)の中心地区の
再開発事業により， 倉庫 ・ 工業施設をはじめ， ホテル ・映画館・ 博物館等の文化的機能と宿泊施設も
加わる ． 同様な地城計画は， ロワシ ー (Roissy)の国際空港（ツ十ルル ・ ドゥ ・ ゴ ール空港と名づけ
られた）の地区でも試みられ， 1968年に工事に着工し， 1974年3月に完成した． ヨ ーロ ッ バ内では殻
大規模の空港であり， 1985年には5,000万人の乗降客が予定されている． 空港に隣接した区域は， 騒
音のため建築が規制されているが， 空港から近い距離にマルヌ ・ ラ ・ バV(M紅ne la Val ee)の新都
市が建設されつつあり， 新空港従業者の居住地も兼ねて， 7万人の居住地を建設しつつある．
バリ市外での都市再開発事業のうち， 叢も注目すべきものは， デファソス(La Defense)地区の事
例であろう ． パリの業務地区が， 当地へ伸張したのは， シャソゼリゼ通りの延長上に位置していたた
めである ． フ
゜ ュト ー (Puteaux), クールプボワ(Courbevoie), ナ ‘ノテール(Nanterre)の3コミュ ー
ソにまたがる800haに及ぶ計画は， デフ ァ ‘ノス地区開発公社(Etablissement Publique pour l'Amも
nagement de la Defense, E. P.A. D.) によって推進されている. 1968年に計画区域の土地収用を終
え， この時点ですでに展示会場である国立工業技術セソク ー (Centre National des Industries et 
des Techniques, C. N. I. T.) が完成していた. 1966年にはじめて高層ビルが完成して以来事務所
機能を備えた高層建築が相ついで完成した ． 当地区には最終的に延面積150万m2 の事務所機能が
予定されているが， その他， 12,......,14階建ての高層アバート25棟が建設され， 約6,000戸の住宅が用意
される ． 完成時には居住人口2万， 従業人口10万の副都心が誕生する． 交通機関として， すでに郊外
高速地下鉄(R.E.R.)が開通している他， 高速自動車道Al4と結ばれる ． 石油会社 ・ 保険会社 ・ フラ
ソス電力公社(E.D.F.)・銀行等の高層ビルが建ち並んだが， それらの位置が凱施門からのパ ースペク
テ ィ フを大きく損ったとして， 物議をかもした ． すなわち， 凱施門からデファ ‘ノ ス地区まで近距離す
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ぎたと主張する意見が多い ．
上記のように， バリ市内とバリ市周辺の各所において， 都市再開発事業が進展している ． 老朽化し
た居住地を再開発することによって， 一般的には居住者の利便性が高まるが， 以下のような問題が生
起する ． まず第 1 に， 建造物の高層化は， 都市内部の人口密度を一層高める結果となり， しかも都市
景観から人間性を失なわせ， 建造物の外観は単調になりがちであり， それぞれの都市が有する特性を
喪失させてしまう ． 第2に， 再開発によって既存の建物を破壊することにより， 多くの住民はしばし
ば他所へ追いやられてしまう ． 再開発によって完成した住宅の居住費が高くなるためであり， 住宅数
に限りがあるため， 低所得者層が従来の地区に残留することが困難になる ． そのため， 低所得者層は
他の低家賃の住宅地を求めるため， 他所に不良住宅地が新たに形成されることもある． さらに， フラ
、ノスの居住地のブロ ッ ク(ilot)には， 一つの居住生態系が存在していると考えることもできる ． 従来
は， 屋根裏部屋が女中部屋や物置として機能し， 建物によっては2陛が物置になることもあった． し
かし， 近年の住宅需要の増大によって， 屋根裏部屋や物置として機能していた2階が居住空間として
使用されるようになった． 物置や女中部屋として機能していた空間は，一般的に整備されておらず，共
同の便所・台所・洗面所を使用している場合が多い． エレベー タ ー が敷設されている建物でも， 屋根裏
部屋まで通じていないのが大半である． したがって， 屋根裏部屋や納屋として従来使用していた空間
は， 貸与される場合には， 低家賃であるため， 低所得者層が入居する ． かつては， 一つの建物の内部
に， 各種の隋層が混住していたことになる． したがって， アメリカ合衆国などにおける建物やブロ ッ
ク，そして地区ごとに同じ階層 ・ 人種が集中する住み分け現象 は， フラ ‘ノスにおいては比較的不明瞭で
あるとする考え方もある ． しかし， いったん上記のような居住生態系を破壊して， 新しい居住空間を
作るといかなる影響が生じるであろうか． 新しい居住空間が作られる場合には， 個々のアバー ト は居
住空間として均等な価値をもつものとなり， その結果， 同じような階層が集まるようになる ． そのた
め，都市百開発事業を行なうために， 住み分け現象(segregation)を促進させることにもなっている．
以下に， バリの都市再開発事業のうち， フォ ー ラム ・ デアル(Le Forum des Holles)とフロソ ・
ドゥ ・ セ ー ヌ(Le Front de Seine) の二つの事例について若干の説明を加える．
n-2. フォ ーラム ・ デアル(Le Forum des Halles)の都市再開発
中央市場(Halles) は， 12世紀末に最初に出来てから増設しつつ機能してきた ． しかし， バリ市と
バリ地方の人口増加のために， 十分対応出来なくなり， 1960年3月に移転計画が始まった . 1969年3
月には， 中央市場をバリ南郊のラソジス(Rungis) とバリ市19区のラ ・ ビレ ッ ト(La Villette)へ移
転を終え， 中央市場は完全に梢滅した. 1964年以降， バリ市は跡地とその周辺地区をいかに転換する
かについて検討を始めた . 1969年にバリ市の同意を得て， バ リ都市計画研究所 (Atelier Parisien 
d'Urbanisme) が計画書を提出し， バリ市議会(Conseil de Paris) がこれを承認した ． バリ市は引
き続きこの計画を， 196 1 年に中央市場整備経済委員会 (S.E.M.A.H., Societe d'Economie Mixte 
d'Amenagement des Halles) に委鵬した ． その計画範間は， セバスト咽ー ル大通り(Bd. de Seba­
stopol) をはさんで15haの地区である（第5図） ．
計画は， 二つのセクタ ー
よりなっている ． 東部セク
タ ーには， 1969年末にポ‘ノ
ビド ー 大統領が計画にのっ
とってボ ー ブール (Beau­
bourg) 地区に国立芸術文
化セ ‘ノター(C.N.A.C.)を
建設することを決定した．
この国立芸術文化セ ‘ノタ ー
は， 現代美術館・音響セソ
タ ー (I.R.C.A.M.)・工業技
術セソタ ・ー 図書館・ フィ
ルムライブラリ ー ・ 劇場・
会議場からなり， 1977年11
フラソスにおける都市再開発の展開
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高度な建築技術を採用することに専念された. 1971年には， ベ リ市はサソ ・ マルタソ通り (rue St. 
Martin)と力 ‘ノカ ‘ノポヮ通り(rue Quincompoix)に面するアバート群の修復[事を行なうことを決
めた ． 上記の建造物の修復計画は， S.E.M.A.H. に任され． 二Iー：事は1977年秋までに完fした． 再開発
事業によって土地が収用された住民のために， 約60 のアパートが完成し， 60の低家賃住．宅(H.L.M.)
によるアバ ー トが建設された ． また， ポソビドー七ソターの周辺に緑地と歩行者専川逍路が新設され
た． さらに， バ リ市は， 住民の同意を得てラソビュト ー 通り(rue Rambuteau)の北側に， 住宅と商
業機能を有する街区の修復工事を決めた ． この街区は二つのプロ ックからなり， 約17 ,OOOm2 の面積
に今世紀初頭に建てられた建造物が密集し， しかも老朽化した非衛生的なものであった． ポソビドー
セソタ ーを囲むボ ー ブール通りとサ ‘ノ ・ マルタソ通りに面する建造物 の修復工事がなされ， 現代的な
街区に変わった. 774戸の住宅ができ， そのうち252戸が低家賃住宅である. 23,000m2 の面積が商業
機能に充当され， 従来， 当地区に居住していた繊維業の卸売業者と小売業者が入居する予定である ．
さらに7, 700m2 の事務所機能の空間も用意されている ． そ の他， 80人収容の託児所・診療所・ 4学級
の幼稚園が新しい街区での公共的な施設である ． これらの工事は3段階に分けて施工され， 低家賃住
宅は1973年末から着工され， 1978年春に完成した ． 第3期工事は， 1977年末から開始された ．
西部セクク ー は， 最も特徴的な都市再開発であり， 計画に対しては大きな眺論を呼び起こした ． こ
のセクタ ーの大部分は， かつての中央市場のバルタ ー ル館(pv. de Baltard)の敷地であり， その一
部分を保存する意見が強かった． 再開発の基本方針， とくに地下の開発計画は， 1968年に決定した ．
しかし， 地上の開発計画は， 1971年から76年の間に決めることが目標とされた ．
地下における最下層の空間には， 国鉄とパリ交通公団(R.A.T.P.)の駅を設ける計画が立てられた．
そのうち， 地下鉄の 、ンャトレー ・ レアル(Chatelet/Les Hailes)駅が1977年12月に開所した． それら
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は， 3段からな り， 最下段は地下2 2.5mの位置で国鉄 と地下鉄の プラットホー ムがあり， 中段の 1 7.4
mの深さには乗り換えがなされる広場となっている． 最下段には， 7線が乗入れていて，そのうち 2
線がバ リを東西 に結ぶ郊外高速地下鉄(Reseau Express Regional, R.E.R .)であり， 2 線が国鉄ソ ー
(Sceau x)線であり， 3線 は国鉄ソ ー線がリヨソ駅 と北駅を経由するための連絡線 になっている． 地
下13.6mの最上段には， 地下鉄線のポルト ・ ドルレアン(Porte d'Orleans)とポルト ・ ドゥ ・ クリニ
アンクール(Porte de Clignancourt) を結ぶものであり，1977年11月に開所した ． 地下は同時にバ
ス網の発着地点とされ， 約2, 600の駐車場が計画され， バ リ 東部 ・ 西部方向の路線が主体である． ポン/
ピドー セソター に通じる地下道 は，197 6 年末にすでに開 通した． さらに中央株式取引所 (La Bourse
Commerce) とサソ ・ オスタシュ(St-Eustache)教会に通じる地下鉄が完成する． バ リの都市 交通
を近代化した この セクター 内 に， 新しい形態の商業セソターが1979年 9 月に誕生した． フ ランスでは
珍らしい地下4階の大規模な 地下街であり， 床面積は40,000m 2 を有し， 歩道の全長は約1.5km に達
する． 約 200 の専門店， フラ ｀ノス国内の郷土料理や外国料理のレストラソ， 映画館など からなってい
る． ガラスと曲線のスチール支柱を多用し， 建物は地下へと向かってあた かもヒ゜ ラミッドを逆さにし
た 形態を示している． その ため， 地下4階まで太陽光線を採光 して照明しよう とする， 省エネルギー
に対する配慮がなされている． しかし，西部セクターの 事業は完成しておらず，フォラムに隣接して
6 ha の大庭園を1983年までに造成して，ポンピド ー セソターを含めた 中央市場再開発計画 が 完成 す
る． この庭園 は フ ランス人が好む バースペクティフを重視し， とくに東西の軸 と， 南北には、峠 ‘ノ・ヌ
フ (rue Pont Neuf) 通りとサ ‘ノ・オスクシュ教会に通じるプルー ベー ル通り(rue Prouvaires)の
2本の軸の バースペクティフが強調されている ．
上記の中央市場再開発計画を行なうにあたっては，バ リ市 は中央市場とボー ブール地区の敷地を無
償で得るこ とができた ． 緑地・歩道・バスター ミナル等の工事の具体的な施工は，バリ市の各々の担
当部局が当った ． そ して， 政府は本事業に対して財政的な援助を行なった ．
11-3. フロン ・ ドゥ ・ セーヌ(Le Front de Seine)の都市再開発
セ ーヌ川に架かるミラボー橋(Pt. Mirabeau)に近い 、ントロエン自動車会社の移転跡地をバリ市が
購入した． その敷地 は， 都市再開発地帯(Zone d'Amenagement Concerte, Z .A.C.) と指定され，
1958 年より都市再開発計画の構想を練ったのち，1961 年より 事業に着手した． この再開発計画を行な
うにあたっては， パ リ市が主導権をもった半官半民の公社(S.E.M.E.A.)を組織し，そ れが事業の責
任機関とな り， 計画を決定 し土地を買収した． さらに， 入居する民間諸施設を幹施し， 公共諸施設と
とも に管理 ・ 運営にあたっている．
総面積2 9haの敷地のうち， 建築の 対象となった面積は12haである. 4,000戸のアバ ー トとll,OOOm 2
の商業 ・ 事務所機能を含み， その他， 文教施設・スポー ツ施設 などの公共施設が加わる ． 当地区の 近
接性を高め， 居住空間としての質を向上させ るために交通施設の整備事業も重要な ものである ． 当 地
区の建築の根本方針は， 水平的な線分と垂直的な線分の組合わせで調和を保つことである ． 垂直線分
を構成する主要な建造物は高層ビル群であり， 低いビルも組み合わされている ． そして， 水平線分は
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第7図フロソ ・ ドュ ・ セ ー ヌ地区の都市再開発〔フロ ｀ノ
ドュ ・ セ ー ヌ地区都市再開発事務所の資料による〕
人工造成地(dalle)からなり， 主として遊歩道
として機能する． この水平方向と垂直方向の基
開は， すべての地区に表現され， 単闘になりが
ちな高層ビル群の景観に変化をもたしている．
都市再開発事業によって新しい建造物に変えら
れてゆくが， 古い建造物に勝るために， 新しい
建造物にいかなる建築思想を注入するかが， 一
つの重要な課題となっている．
本地区の都市再開発事業にみられる特有な点
心歩行者専用の人工造成地が敷きしめられて
いることである ． それは， 地上6n1の高さに位
置し， 人工庭園が配置され， アパート群の主要
な出入口と連絡されている． さらに， 公共施設
と商業施設をも結びつけており， この人工造成
地はバリ市内において個性ある都市空間であ
る． 人工造成地の下には， 自動車用道路・駐車
場・地下室等4階よりなり， それらは， 階段・
斜路 ・ エレペークー ・貨物昇降機によって連絡
されている．
パリの中心部に位置しながら， 本地区は日常
生活に不可欠なあらゆる機能を複合させてい
る． すなわら居住・労慟· 交通・商業・教育
そして余暇の機能が， 空間を描成しており， 以
上のような性格は， パ リ市内でも数少ない街区
である． 本地区に広大な公園を造成す ること
も， 計画の主要目的であり， それらは計画地区
内とくに緑辺部に配置されている． 文部省は， エ ミール ・ ゾラ通り (av. E. Zola) に面して1974年
から中学校を建設した． 生徒数は約900名であり， パ リ都心部の学校としては珍しく体育館・ プール
・ 運動場を完備している ． 商業施設としては， ある百貨店の支店が入り， 大部分の売湯面積を占める
が， 今後不足する商業機能は， 人工造成地に求められるであろう ． 本地区内には， 大規模な会諮場や
教会の礼拝堂が建設され， 礼拝堂の建設は聖堂区の協力によるものであった ． 礼拝堂は， 当地区のほ
ぽ中央部に位置し， 人々の交流には最適な位置を占めている ． そして， それは， いかなる宗教にも関
係なく， すべての人に開放されている． セーヌ川沿岸にできる左岸高速道路に対応して， 当地区に自
動車で流入する人のために駐車場が設けられている ． 駐車場は公共のものと私有のものがあり， 私有
のものは各ビルデ ヽノグの所有者の所属となるが， その所有は30年間に限られている．
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11] リヨンにおける都市再開発ー パ ー ル・デュ (ーLa Part Dieu)地区の都市再開発
バリに次ぐフラソス第2の都市リヨソにおいて， 大規模な都市再開発事業がパ ー ル ・ デュ ー地区に
おいてなされている． フラ ‘ノス政府は， 大都市に集中する第3次産業を地方の地域発展のために均衡
メトロポール(M etropole d'equilible) に分散させる政策をとってきた． リヨンは， 均衡メトロボ ー
ルの一つである． リヨンの既存の都心部から東部に位置す るバ ー ）レ ・ デュ ー地区 の 都市再開発事業
は，フランスの地方都市において最大規模のものである． 第3次産業を中軸として高度な機能を創造
することにより， リヨンを従来の広域中心都市から「副首都(capitale bis)」の機能を もつ都市へ指
向させるものであった．
lll-1. ハール ・ デュ ー地区の計画概要
地方地域整備委員会(D.A.T.A.R.)は，リヨ ‘ノの過去の栄光ある発展に， 国際的な機能を新規に加
味して， 周辺地域の発展に寄与させ， ひいてはフラ ‘ノス国土の均衡ある発展を意図した ． こ の巨大な
計画には， 地元のリヨン市も参加し， リヨン地域経済開発委員会(A.D.E.R.L.Y.) も加わった ． 都市
再開発事業を実際に主導したのは， リヨン地域整備委員会(S.E.R.L.) であり， 計画の対象となった
のは，行 政機能〔151,000nや（床面積ー以下同じ）］， 私企業の事務所機能 (200,000mり， 屈住機能
(4棟，1,100戸，36'0001112 )' 文化機能(73,0001 廿，うち収容人員2,000席の文化会館， ラジオ
・ テレ
ビ局 35 ,000nや）， 商業機能(116,000mり等の空間を整備することであった．
以上の機能 のうち， 国家の行政機関の建築物は 90 ,000n呼を占めている． その第1のグル ー プは，
大蔵省関係のものであり， 税務と物価に関する調翡機関である． 第2のグル ー プは行政宜の養成機関
であり， リヨソ地方行政研究所(LR.A.)がその任務を果している ． 第3のグJレープは， 広報 ・ 統計関
係の機関である . l�I立経済統計研究所(l.N.S.E.E.)と政府出版局 (la Documentation Fran<;;aise) 
の支局が設けられた． 第4のグル ー プは，都市計画に 関 する も の で あり， リヨ ‘ノ都市計両委員会
(Communaute Urbaine de Lyon)がその機関である ． 第5のグル ー プは， ニネルギ一部門の機関で
あり， フランス電力公社 (Electricite de France) が地域的なエネルギー 間題を調査するものであ
る． 第6のグル ー プは， 裁判所 関係のものであり， リヨン市1村にかって分放して いた ものが 集めら
れ， さらに新しい機関も設けられた． 以上のものの他に，1985年頃までには鉱山・計菫・測菫• 福ネ止
・公衆衛生 ・ 建設 ・ 農業そして教育に関する研究機関が入屈する予定である ．
私企業の事業所は，主として銀行と保険業である． 大規模な事業所としては，バ リ保険組合(U.A.P.
床面積22,000mりとソシエテ ・ ジェネラル(Societe Generale)とパリ銀行 (Banque Nationale de 
Paris), それに外資系のオラソダ銀行， ベ ルギー・ソシエテ ・ ジェネラル， そしてイギリスの不動産
業者が共同で出資して貸事務 所 を業務とするブリタニア(Britannia, 38,000mりである ． モラン・ボ
ソス(Morin-Pons) 銀行と二つの建設会社が共同出資して貸事務所の M+Mが建設された ． その他，
リヨン）.r-j諮銀行 (Caisse d'Epargne de Lyon, 22,000111りを受け入れるための貸事務所が建設中で
ある ． リヨン銀行(Credit Lyonnais) と他 2社によって， 当地区最高の建物である、ンソボル ・ ビル
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第7図 リヨソ部心部（右図）とパ ー ル ・ ドュ ー 地区（左図）〔J. Bonnetによる〕
(la tour Signal)を建設し， それは42階建てからなり， 床面梢40,500m2 の事務所と250室の床面積
13,500n呼のホテルから成り立っている事業所の業種は， 銀行 ・保険業の他に各企業の調査部門と
電子計算機による計算事務部門， あるいは調査 ・計算を専門とする事業所から成り立っている．
商業機能を分担する空間としては， 3階からなるllO,OOOm2 が用意され， 360mにわたるプロムナ
ードを有している． この規模は， 都市域内に存在する商業機能として， ヨ ー ロ ッ パ 第1のものであ
る． 上記の商業施設は， リヨソ銀行とその他の銀行の出資によって設立された商業セソクー会社(S.
C.C.)によって管理されている ． この会社は， パ リ近郊にバリー2 (Parly 2)をはじめ， 商業セソター
を擁した住宅団地を建設してきた． 商業機能が あることによって， 当地区にリヨソ市民を引きつけ，
都市再開発事業が地元民と融合することができた ．
実際に利用し得る売場面積は，85 ,OOOm2であるが， 二つの百貨店（それぞれ売場面積， 17,000mり
と150店舗， そして13のキオスクが入居している ． 二つの百貨店のうち一つの百貨店は， スイスと西
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ドイツ資本によるものである ． 進出店舗のなかには， 外国資本のものが多数含まれて いる． たとえ
ば， スイス資本のグラソ・ パサー ジ ュ ・ ド ゥ ・ ジュネープ(Grand Passage de Genもve)は， チュー
リ ッ ヒをはじめ国内に支店網を広げて， すでに国内での市場開拓の余地を見い出すことができず， ベ
ルギー ・ オーストリアなどの外国へ支店網を拡張してきた． そして， フラ ‘ノス国内では最初の支店を
当地区に出店させ， 約1億フラソの投資を行った． 当地区の支店での売上額は， 会社全体の総売上額
の約8%に達すると予想されている ． その他， イギリス ・ 西ドイツ ・ オラソダなどの廂業資本の進出
があり， 当地区の都市再開発事業は国際性を帯びている． 勿論， リヨソ市内にすでに立地していた店
舗が， 当地区で新規に開店したものもある．
商業セソター会社は， 店鋪の業種が散在することを避けるために， 階ごとに売場の業種が類似する
ように配慮されている ． すなわち， 1階は男性・子供用品を取り扱う店舗， 2階は女性用品， そして
3階には家具・食料品を取り扱う店舗が集まっている ． また， 入居店舗が， 開店時刻• 特売日等を共
通に定めている. 1975年に商業セソター が開所して以降， 良好な成績を収めている. 1974年には総売
上額は， 4.8億フランに逹し， 1980年には 5.1億フラソになることが予想されている. 1985年を目標
に， パ リからの高速鉄道駅が近隣に開所する予定であり（現在は荷物駅として使用されている）， その
駅の開所によって，より多くの購買人口を吸引できると予想される． 新設の駅から人上造成地(dalle)
によって当地区と結合する ．
m-2. バール ・ デ ュー 地区計画の独自性
当地区に就業する昼間人口は， 約25,000と予想され， たとえば， プリクニアのビルには2,500の労
働人口を収容している この地区をCBDと考えた場合， 都市再聞発によって新規にCBDを形成し
た事例としては大規模である． 地区計両の内容を検討すると， 多目的な性格を有するがために， 計画
図が極めて複雑：になっている． しかも限られた範皿内に建築伽栢を過剰に求めたために， 高密度な空
間が形成され， 広いバースペクチィ フを有することができず， 個々の建築物の固有性を追求すること
ができなかった． しかし， 計画者は， 当地区内の建築物の壁にそれぞれの建築家の趣向を凝らすよう
意図した． たとえは当地区1村で最も高い142mのシンボル ・ ビルは， ニ ュー ヨーク人の2人の建築
家(I.M. Pei, A. Cossutta)が建築したものであり， ビルの壁が特徴的である
都市再閃発の対象となった当地区は， かっては小工場や労働者住宅が混在していた街区であった．
リヨソ都心部のベルクー ル広場(Place Bellecour)より直線距離で約1.5kmの位i訟にある．ー シ ュ ネー
ブに至る鉄道に沿って， 1862年から軍用地となっていた22ha Uri栢の土地があったため， ）ii地獲得が
比較的容易であった． さらに， リヨ ‘／市民病院が14haの土地を占府しており， その敷地も木計画の
ために提供された ． したがって， 本計画の主要な敷地は， 公共用地であったがために， 都市再閲発事
業を容易に進めることができた ．
本地区への近扱性を高めるためには， 他地域との交通網が整仙されなくてはならない． まず地区内
の交通空間の整仙として， 歩行者専）'l'lの人工造成地は， 長さ560mで伽禎が3baであり， 一般道路上
に設けられている． その他， 駐車場， 自動車迅， 荷物の搬出入路そして地下鉄のための空間が分離し
ている
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・ 高速道路網によ て，当地区はジュオつ 、 ー フ， グルノ ー プル， ジャ ‘ノベリ ー， バラ ‘ノス，マコ
ソ，サ ‘ノテチェソヌそしてクレマソフエラソと結びついている ．
大衆交通機関は，12のバス路線と地下鉄が充てられ，商業セソタ ーにくる購買客の40%がこれらを
利用すると予想されている．当地区に就業する 319 人に対するアソケート結菜五，52%がリヨ ‘ノ市外
に居住しており，全体の51%の者が居住地と当地区間を自動車を利用して通勤していて，31%の者が
大衆交通機関を利用して通勤している．当初は， ソーヌ川とローヌ川によって，当地区への交通流が
規制されて近接性が低いと懸念されていたが，地下鉄の開通によって緩和されつつある ．
Ill-3. パ ー ル ・ デュ ー地区の発展要因
バ ー ル ・ デュ ー地区に建設された諸施設の機能と規模ほ，リヨ ‘ノ大都市圏が必要とするものであっ
た ． 第2次世界大戦後，リヨソ大都市圏内の人口増加と都市化に対応して，とくに新しい第3次産業
の整備が迫られていた．住宅地は郊外へ分散し，交通網もそれらに対応して拡大すると，一方では都
心部で交通流が収れんし，都市空間の大規模な改革が弛求されていた．
ソ ー ヌ川とローヌ川にはさまれたプレスキル地区(La Presqu'ile)は，狭小であるため都心機能が
過飽和状態である. 19世紀に追路の拡張などによる整備があったが， 現代の自動車交通には十分対応
ができていない．多くの事務所は老朽化した住宅用のアパ ー トに入屈し，事務機構の合理化や第3次
産業の高度化 を追求 でき ない状況にある．また，IfI市街地は，住宅，買回品・日用品商店，サ ー ビ
ス業伝統品工業など多種類の機能が混在する空間である ． 他の要索が新たに入ることのできないほ
ど飽和状態であり，店舗の規模拡大を要求することがiiとんど不可能である．しかも，河川にはさま
れ，一方は台地の崖に区切られているため，中心商業地区の拡大が妨げられてきた．したがって，百
貨店・大型商店の店舗の拡張と店舗網の拡大は，従来から要望されてきた．楔がたのプレスキル地区
は，自然的な城壁をなし，防衛上は良好な位置を占め，古い時代から居住地となってきたが，現代に
おいては，近接性の低い地区となっている．そのため，パ ール・デュ ー地区が再開発される前には，
プレスキル地区の商業機能は衰退傾向にあった ． リヨソ市内の第1·2 区は，性性
．
都心部と一致して
いるが，1960年以降は商店の新設と廃止数を比較すると，つねに廃止数が上まわっていた．都心部の
レビブリ ッ ク通り(rue de la Republique)に新設された百貨店は伸び悩んだが，一方，リヨ
‘ノ市郊外
での大型商店の競合が激化してきた．リヨ ‘ノ大都市圏における都市化は，各セクタ ー ごとにその進展
の段階は不均衡な様相を呈しているが，19世紀後半以降，人口の重心はロ ーヌ川左岸に移り， バ ・ド
フィネ地方 (Bas-Dauphine)へ移行しつつある ． したがって，旧市街地からパール ・ デュ ー地区への
都心機能の移行は，リヨ ‘ノ大都市圏全体の重心の移行と同 一方向を示している．
かってのパール ・ デュ ー街区は，ギロチエ ー ル (Guillotiもre)街区とプロト ー (Brotteaux)街区に
はさまれていた ． ギロチエ ー ル街区は，中世起源の労働者居住地区であり，土地割は細かく，道路は
曲りくねり，人口密度が高く，各種の業種が混在している．一方，プロト ー 街区は， ブルジュワ陛級
の住宅地であった ． 両者の中間に位置したバ ー ル ・ デュ ー 街区は第二帝政時代に道路網形態が碁盤
目状に整備され，小規模な商店やあらゆる業種の小工場・倉庫が集中していた. 1890年以降，県庁が
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設立されてから， 小工場， 自動車修理工場， 燃料卸売業者等が郊外へ移転し， 街区の経済活動が変容
しつつあった ． 街区の経済的 ・ 社会的性格を大きく改革するには， 街区の自治のみに依ることでは十
分ではなかった．
リヨソ大都市圏を整備するために， 衰退する伝統的な都心部周辺と人口が急増する郊外に， 人を吸
引する新しい機能を創造することが不可欠になってぎた． 衰退する伝統的な都心部周辺を再開発する
際には， リヨン市は大ぎな役割を発揮した. 1960年に， 当時のリヨ ‘ノ市長であるルイ ・ プラデル(Lo­
uis Pradel)が， 都市再開発事業を行なうためにバ ール ・ デュ ー街区の軍用地(caserne)を買収する
ことを陸軍大臣と約束した. 1964年に都市再開発事業を主導するリヨ‘ノ大都市圏整備公社(S.E.R.L.,
Societe d'Equipement de la Region Lyonnaise)が組織され， 政府の援助は勿論のこと， 地方自治
体が積極的に援助した ． 都市再開発の主要目的は， 新しい第3次産業を中軸として， 広域にサ ー ビス
を及ぼす機能を創造することであった． それに見合うべぎ主要な入居機関が， 1967年から検討され，
1968年から建築に着手した． 計画の準備段階から実施段階まで， リヨン市が存在するロ ー ヌ県， リヨ
ソ市， 周辺のコミュ ー ソ， 各種公共団体， 半官半民のリヨソ市商工会議所， ロ ー ヌ県とリヨソ市の低
家賃住宅公社， そして民間金融機関等のあらゆる組織が協力したことが， この大事業の成功の原動力
であった．
lV グルノ ー ブルにおける都市再開発
lV-1. トレ ・ クロワトル街区(Quartier Trもs Cloitres)の都市再開発
グルノーブル市においては， 市議会が1965年以前に都市再開発事業計画を決定し， その対象となる
地区も決まった（第8図）． 新しい市長が1965年に選出されてから， この計画は実施に移された. 1966 
年のグルノーブル市議会において， 都市計画公社(Agence d'Urbanisme) が設置された． 都市計画
公社は， 都市学者 ・ 建築家 ・ 経済学者・社会学者 ・ 人口統計学者・技術者 ・ デザイナー等からなり，
都市計画プランを検討し， 企匝 ・ 調査の役割を持つものであって， 都市計画の実施には全く介入しな
かった． 都市計画の実施は， 市政府の担当部局と半国営または半市営の整備機関の任務と なってい
る．
一方， グルノ ー ブル市の住民の問には， 自由で親睦的な自治組織が古くから存在していた． これら
の住民連合体は， 公権力に対する権利要求の行動を起こすと同時に， 余暇活動を通して， 村落共同体
的な自らの街区 (quartier)内での生活の組織をすすめている. 1968年以降， グルノーブル市に15の
街区連合が組織され， 連絡委員会が設立され， それはそれぞれの地区連合を結びつけ， 自治体の全体
におよぶ権限を連合させる組織となっている． 市当局は街区の整備の決定と実行の権限を持っている
が， 街区連合はこの権限を制限ないし否認する権利を与えられている ． グルノ ー ブル市において， 街
区は， 都市に対する問題意識の最低水準， すなわち各人が都市の発展において貴任をもつことのでき
るような人間優先の行動領域をなしていることが特色である ．
都市計画公社が， 都市再開発地区に指定されているトレ ・ クロワトル街区の調査を行なった結果，
従来人々が認識していた都市空間の生態系と異なったものであった． トレ ・ クロワトル街区は， 都市
フラ ‘ノスにおける都市再開発の展開 65 
第8図 グルノ ー プル市における都市再開発地区（グルノ ー プル市役所の資料による）
再開発地区の東側に位置し， トレ・ クロワトル通りを中心とした範囲である この街区は， 400,..__,500
年以前から居住されていた， かっては市街地の周辺地区であった． フラソス人のなかでは一般的には
低階層である農村からの転入者， そして老人層， また外国人のイクリア ・ スペイソそして， 近年にお
いてはア）レジェリアからの移民を受け入れる地区であった． 近年， グルノ ー プルの市街地は， 急速に
拡大したため， 当街区は市街地の周辺地区にもはや位置するのではなく， 旧市街地内に組み入れられ
ている． 当街区の住民のうち， 約40%が家族をもち， 約35%が単身で生活し， 約25%が独身であり，
単身または独身の割合は， 市内の他街区に比較して著しく高い． 独身者の大半は， フラソス人である
が， そのほとんどが老人層である． フラソス人老人に次いで， ア）レジェリア人・ イタリア人であり，
それぞれ259"0, 22%を占め， ;f-)レトガ）レ・ スペイソ人が9%の割合である． 上記の人口は， ほとんど
が賃金労働者であり， グ）レノ ー プ）レの経済的発展に大きな役割を果してきた労働力である、 彼らが居
住している建物は， ほとんどのものが200年から300年以上経過した老朽化したものである． しかも，
居住するアパ ー トは狭小であり， 居住人口の約80% が1室または2室から なるアパートに入居して
いる. 6分の1のアバートが専用の便所を持たず， 共同便所を使用する状況である ．
外国人移民の割合の高い街区であるが， それぞれの人種によって居住に関しての対応が異なってい
る ． イタリア人は， 概して10年から20年前からの居住者であり， イタリアヘの帰国を希望せずに当地
で永住する意向の者が多い ． したがって， 彼らはアパートを購入することを希望し， 家族にとって満
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足し得るスペ ー スを獲得するまで， ー室づつ購入してアパ ー トの面積を拡張してゆくのが一般的であ
る． 当街区において， ある家族が部屋を購入しながら， アバートの面積を広めてゆくことは， 建築技
術からみて比較的容易である． 大部分の建物は， 附段部分を移動し得るために， 同じ階の壁を取り外
してアバートの部屋数を増やすことができる． そのため， イタリア人の入居するアバートは比較的古
くても， 家族用のアパ ー トの内部 は概して整備されている．
老人層のフラソス人は， 彼らが所有する老朽化したアバートに住み， 積極的に自らの居住媒境を変
えようとはしない． 自分自身の過去に愛着を持っため， 街区連合で意見を反映させることも少ない．
ポルトガル人移民は， 大半が家族を伴わず， 数年間の短い期間の居住地を求める． したがって， イ
タリア人移民やフランス人老人層と異なって， アバートを所有しようと固執することはない． 彼らは
グルノ ー ブルにおいて低家賃のアパートを見い出すことが先決となるが， 不動産業者の仲介によって
この種のアパ ー トを探すことは困難であるため， 直接， 当街区にきて， たとえ居住環境が悪くても，
短期間の居住を見い出すことになる．
アルジェリア人移民は， 屈住に対して特殊な行動を示す． 彼らにとって， 屋内の私的な空間は， 他
の人種に比較して重要でない． 彼らは， 一般に一部屋に一つのベッドを所有し， しかも一部屋に複数
の者と同）古できる風習をもつ． したがって， 一つのアバートを賀りているアルジェリア人 の な か に
は， 他のアルジェリア人に又賢しをする者もいる． また， アルジェリア人の胎住行動を良く知るアバ
ー ト所有者は， アルジェリア人に対して1 人月額70,...__,100フラソ（約3, 500------5, 000円）で一つのベッド
を貸与するため， 老朽化した住宅でありながら高収入を碍ている ． これらのアバート所有者は， フラ
ソス人でカフェ(cafe)を経営している者が多く， 街区の都市再開発事業に対しては， 殻後まで反対
する陪であった．
この街区において注目すべきことは， 昼間において路上のアルジェリア人男性が極めて多いことで
ある． 彼らは， 一般に家族を伴わないで， 2 ,____, 3年間の短期間にグルノーブルで季節労働者として滞
在し， 帰国する． フ ラソスヘ単身で生活するのは， フラ ‘ノスでの生活費が本国に比較して， 著しく高
いためである． したがって， 当街区におけるアルジェリア人の男性比率は高い ． しかも， アルジェリ
ア人にとっては， 屋内の空間は一般的には女性のためのものであり， 男性は屋外で活動する． そのた
め， 当街区に）囚 仕―．するアルジェリア人男性にとって， 道路とカフェが都市空間のなかで重要な役割を
果している． したがって， 上記の場所に集まることは， 同じ社会的慣習の者と接触でき， しかも毎日
の生活のための情報を得ることができる
上記のように， 当地区には多種類の人種が混住しているため， 市当局が街区の都市再開発事業を行
なう際には， 早急に進めることなく， 居住空間のあらゆる機能を検討した． とくに， 屋内と屋外の両
者の都市空間の意義を考慮した． また， 独身者・ 単身者の割合が高いことから， 都市再開発事業によ
る新しい住宅には世帯用のみでなく， 一部屋からなるアパートを多く建設した ． そして， アルジェリ
ア人にとって道路空間が重要であるために， 歩行者専）廿道路を設け， 従来， 欠如していたオープ ‘ノス
ペースの面積を新設した ． 修復工事や再聞発工事には巨額な費用の投資が必要のため， 都市再開発後
の新設住宅の家貨が高額になる． したがって， フラ ‘ノスの他の都市では， 従来居住していた低所得者
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層は， 他所に追いやられ， スラム街が新ら
たに形成されることを繰り返えしてきた．
グルノーブル市の都市再開発計画は， 以上
のような矛盾を解決するために， トレ ・ ク
ロワトル街区においては， 従来居住してい
2) 
た者 の約90%が都市再開発後も新しい住宅
に入居していることが確認されている．
トレ・ クロワト）レ街区の具体的な都市再
開発計画事業は， 1976年5月の市厳会にお
いて決定した． 街区の現況(1977年4月）
は， 第1 0図に示す通りであり， 一部の再開
発事業がすでに進められている． 既存の建
物が取り壊されて， 第9図に示すように住
民の移転がなされている． 都市再開発事業
の最終的な計画は第11図に描かれた通りで
ある． 再開発事業は， 住民の意見を反映さ
せるため， トレ ・ クロワトル街区再開発事
ー箪云住
o Som 
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第9図 グルノ ー プル市トレ・クPワトル街区における都市再
開発I�業(1977年）〔グルノ ー プル市役所の資料による〕
業事務所をトレ・ クロワ
トル通りに配脱してあ
る事業を施工す る者
は，つねに住民と接し，住
民も事務所に相談できる
ように配慮されている ．
計画の完成図（第11図）
に示されているように，
非衛生で老朽化した建造
物は取り壊され， 歴史的
・建築的に価値のある建
既存の建築物 造物は残存される． そし
特殊建造物
完成した新しぃ て， 現在当街区に居住し
建築物
工事中の建築物 ている者が優先的に入居
できる住宅を建設し， 19
第10図 グルノ ー プル市トレ ・ クロワトル街区の都市再開発事業の状況
78年以降， 商店の所有者
はトレ ・ クロワトル通り(1977年4月）〔グルノ ー プル市役所の資料による〕
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物
物ぺ道
外築物栞ス先囲建造述ン優範い 後プ者画し殊復―行計新特修オ歩`「一
一m゜4 ゜
とコマソダ ‘ノ・ レルミ
ニエ通り(rue Comm­
andant L'Herminier) 
に面した住宅地区内で
新規に開業 している．
1978年の1年間を例に
とると， 66戸の住宅が
アルマ通り (rue de
l'Alma)とコマンダン
・ レルミニエ通りに面
して112戸の住宅が建
設された． 街区の再開
発後には， 体育館・幼
稚園・託児所をはじめ
とする公共施設と移民
第11図 グルノ ー プル市トレ 。 クロワトル街区における部市再開発計
両完成図［グルノ ー プル市役所の資料による〕 る� そして， 新しい居
住空間の周辺には， 大きな面積のオ ー プ ‘／スペ ー スが配置され， 大半の道路が 歩行者専用道路 とな
り， 歩行者が優先される．
労働者会館 ・ 劇場など
の文化施設も新設され
]\「-2. 歩行者専用広場・道路計画とその実脆
古い都心部を擁するフラソスの諸都市は， 都市空間をいかにモータリゼ ー ジョ‘ノに対応させるかが
長い間の懸案であった ． 都市住民が交通騒音や大気汚染から聞放されて， 都市空間を安全に散歩しジ
ョ ッ ピソグするために歩行者優先地叶が(zone pietonne) 、ンステムを， 近年フラ ‘ノスにおいて採用さ
れた． 都心部に収れんする大量の交流通によって， 道路が実質上分断されるため， 自動車交通を都心
部から排除し， 都心部の経済的地位を確保するという商業経営者の願岨でもあった ． また， 歩行者優
先地什『の採用は， 都心部に集中する歴史的な追跡を積極的に保全することに役立っている． フラソス
では， この歩行者優先地ヽM『ジステムを， 西ドイツ ・ スウェ ー デ‘ノ・ イギリスの諸都市か ら経験を学
び， ルー アソの都心部において最初に導入した. Iレ ー アンにおいては， 歩行者優先地帯ヽンステムを19
60年代から準備し， 1970年5月に開始してから， 部心部の歩行者数が増加し， 周辺の商店の売上額が
増加した．
ク ル ノーブ ルにおいては， 1961年以降， 市役所が中心となって， 都心部の自動車・歩行者交通がい
かにあるべきかの研究が開始された. 1963年には， 毎週木曜日と土曜日の半日のみ自動車を排除する
歩行者優先道路、ンステムを実施した． このシステムは， 1965年にはグルネ ッ ト広場 (Place de Gre-
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nette)からグラソド通り(Grande Rue)までの 面積の地帯に拡大し，さらにボソヌ通り(rue de Bo­
nne)とサ ‘ノ・ジ ャ ック通り(rue Saint Jacques)の面積をも包含した．この半日のみの歩行者優先
道路、ンステムを採用した結果，従来の慣習を急速に変更することなく，規則正しく半日 の みの 自動車
排除を繰り返えし，利用者に徐々に慣れさせることが必要であることが靱識された．
グルノーブル市役所と都市計画公社が共同して，都心部において歩行者を優先すべき広場と道路に
ついて検討し，そ の 際には当該地区の商店主・住民との 話し合いを行なった． この 頃になって，基礎
的な調査として，都心部の交通流，と くに大衆交通について研究され，あわせて駐車の 方法
・ 駐車場の
設置について検討がなされた ． 歩行者専用広場・道路、ンステムを採用するためには，駐車場が不可欠
であり，1967年より大規模な公共有料駐車場が新設された． レビプリック広場(Place de la Republi­
que)の駐車場は，140の駐車台数であり，翌1968年にはフィリップビル広場(Place de Philippeville) 
に200台の駐車場が設けられた．上記の 二つの駐車場は，いずれも地下に設けたものであった．
道 路・広場 の名称
グルネ ッ ト広場(Place Grenette) 
第1表 グルノープルにおける歩行者専用道路
1面積または延 自動車進入を 歩行者専用道路
長距離 _I 禁止し噂堕］を整備上牟壁塑」駐車場の耽車台数
11969年末
---1970年初頭
エジエ通り(Rue d'Agier) 
エジエ広場(Place d'Agier)
サソ ・ ア ‘ノドレ広場
(Place Saint Andre)
グラソド通り(Grande Rue) 
クレ ー Iど通り(Rue des Ciers)
ディオト ール ・ ラウル通り
(Rue Diodore Raoult)
ルソ ー通り(J.J Rousseau) 
ポソヌ通り(Rue de Bonne) 
ラファエ ッ ト通り(Rue Lafayette)
ルソ ー通り(Rue J.J. Rousseau) 
クレ ー Iレ通り (Rue des Ciers) 
ソ ー ル通り(Rue de Sault)
ミエ通り(Rue Millet)
郵便局通り(Rue de la Poste)
5. 000m2 
3.400m2 
180m 
75m 
55m 
90m 
160m 
2l5m 
70m 
55m 
130m 
40m 
200m 
1970年10月
-----1971年3月
年年 45 77 99 11月ー年27， ー
�'
， 
1975年11月 1976年10月
30 
100 
80 
30 
90 
（グルノ ー プル市役所の資料(1977年）による〕
個々 の 計画の経過をたどると， グルネット広場の交通計画に対しては，1968年末から商店主との話
し合いが進められ，市役所によって二つの主要な計画が画定した．第1には，周辺に駐車場を新設す
ることであり，第2には，広場全体を歩行者優先にするため自動車交通をすべて排除することであっ
た．これらの計画は，市民に公開され，周辺住民の意見が出された ． 多くの人々を吸引するため，歩
道と車道の区別をなくする舗道工事がなされ，花壇とベンチが配置され， カフェの場所が拡張し，新
しい照明を取り付け，そして建物に装飾が施される計画が，綿密に立てられた. 1969年の暮から，巾
25m, 長さ90m の広場に工事が始められ， これらの工事には政府の援助があった ．
グルネット広場をはじめ，歩行者専用広場 ・ 道路、ンステムを採用することによって，従来よりも人
ロを吸引することにより，周辺部の事業所の業種構成に変化が生じた．歩行者の流動が増大したこと
から，地価が高まり，買回品を販売する商店が増加した． しかも，業務を行なううえでも好しい場所
70 人文地理学研究 lV
となったため， かつての居住用のアパートが事務所に変わるところもあった ． このようにして歩行者
専用広場・ 道路を採用することにより， 周辺地域へ影響を及ぼしている．
v む す び
本稿は， 近年， フラ ‘ノスの諸都市における都市再開発がいかなる背景と計画をもちなが ら実施さ
れ， それが従来の都市空間の生態系をいかに変容しつつあるかを明らかにすることを課題とした ． そ
の際， フランスにおける都市再開発事業は， 都市の規模と性格によって異なると考え， 首都パリと地
方都市であるリヨン ・ グルノーブルの都市の事例を取りあげた． 明らかになったことをまとめると以
下のようになるであろう．
1. 都心部の老朽化した建造物を現代社会に対応した都市空間にするために， フラソスにおいて都
市再開発は重要な解決策である． 近年行なわれている都市再開発は， ますます大規模になる傾向にあ
り， 国際的な資本が国を越えて流動する時代において， 国際的に競合する段階に入った．
2. 都市再開発によって， 新しい都市空間を創造するためには， その都市が欠如している機能を補
完することを考慮し， あわせて現代都市社会に適合する新しい建築思想が要求されている．
3. 都市再開発事業は， 巨額な投資を必要とするが， フラソスにおいては政府・ 地方自治体と民間
資本が協力して出資し， しかも計画と施工を主導する機関が組織され， それに大きな力が与えられて
いる． フラソスはわが国に比較して， 都心部に公共用地を多く有していることも， 都市再聞発事業を
比較的容易に進めていると考えられる．
4. 人口が過度に集中したパリ都心部においては， 都市再開発事業は他地域に比較 して困難であ
る ． しかし， 従来， 中央市場・工場・ 屠殺場等に使用していた敷地を再開発し， パ リ市の主逸のもと
に梢極的に事業を進めている ． バリ市j)、］の都市百聞発計画には， 必ず屈住機能が考慮され， 都心部の
空洞化現象を防ぐよう意図している．
5. リヨンでの都市再開発は， 一つの地区を再開発する際に， 副首都の建設を目ざして， 地方にお
ける中心性を高めるのみでなく， 国土の均衡ある発展を目途している． したがってリヨ ‘ノ市の都市再
開発事業は， 都市空間の改造のみにとどまらず， フラ ‘ノスにおける都市、ンステムの改変を目途するも
のである．
6. 都市再閲発を行なうと様々な間題が生起する． まず第ーは， 都市の形態が変容することによる
問題である． 建造物の高層化は都市内部の人口密度を高め， 都市景観から人間性を失なわせ， しかも
建造物の外観は単調になりがちである．
7. 都市再開発によって， 都市空間の社会的 ・経済的性格が変容するために， 問題が生じる． 再開
発によって新設された住宅の居住費は， 従来のものより高くなるため， 既に居住していた者のうち低
所得階眉が他所へ追い払われる． そのため， 他の地区に低所得者層が集中して不良住宅地を形成する
こともある． さらに， フランスにおいては， 他の国々に比較して， 一つの建物の内部に各種の階層が
混住し， 従来からある居住生懇系を保っていたと考えること応できる． しかし， 都市再開発事業によ
って， 新たに作られた店住空間は， 概して均等なものであり， 同じ階層が一つの建物に居住するよう
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になるため， 住み分け現象が促進されることになる．
8. グルノーブル市における都市再開発は当骸地区の事前闘査を綿密に行ない地区の社会経済
的性格を明らかにした． 一方， 地区連合の組織化が十分に進展していたため， 市民参加によって都市
再開発が進められた． したがって， 都市再開発事業を進めても， 従来， 居住していた者の定住率も高
く， 多くの者が新しい都市空間に満足している． 新しい都市再開発事業の方途の一つを， このグルノ
ーブル方式に求めることもできよう．
本小論を昭和55年4月に筑波大学を退官される高野史男教授に献呈し， 長年にわたる御指導に感謝いたします．
現地調査においては， Ph. Pincbemel教授（バリ大学I), G. Armand教授（グルノ ー プル大学） , L. Cha­
bert 教授（リヨソ大学江）の3教授にとくにお世話になった． 歩行者優先道路の文献は， 角本良平先生（運
輸経済研究七ソク ー ）に借用した 0 製図は，筑浪大学の宮坂和人 ・ 小崎四郎両氏に依頼した． 以上， 記して感謝
を申しあげます．
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The Development of Urban Renewal in France 
Nabuo TAKAHASHI 
Most French cities are walled towns which had circumvallation. Therefore, old built-up 
areas remain in the inner parts of the city and their adjacent areas. Since these areas include 
the deteriorated structures, these areas can not provide the needs for today's urbanized 
society. The urban renewal is important for these areas. 
This article analyzes what background and framework of the projects the recent urban 
renewal in French cities have and how previous urban ecosystem changes by the urban 
renewal. 
The urban renewal projects in French cities have a variety of purposes and various 
scales. This article takes a close look at urban renewal projects in Paris (the capital), and 
Lyon and Grenoble (local cities). These projects are explained in detail from three aspects: 
1) redevelopment ; 2) rehabilitation; 3) conservation.
1) Much of the urban renewal plans in French cities intend to clear deteriorated housing
and to construct new buildings which serve new functions. The urban renewal project of 
Part-Dieu district in Lyon, for example, has a purpose to replace deteriorated housing with 
a new "capitale bis". This urban renewal projects, however, will relocate people who has 
occupeid the deteriorated housing to other districts, and will result in new blight districts. 
2) The rehabilitation of one " ilot" (block) which consists of shops and apartments
changes the living environment of the " i!ot" that once included a variety of classes. A 
certain class lives in rehabilitated buildings, and thus the rehabilitation works accelerate 
residential differentiation. 
3) In order to conserve "vieux quartier" (old town district), cars are shut out in the 
main roads, and pedestrial malls are constructed. Historical and cultural structures are 
conserved by the construction of pedestrian malls, which also provide good shopping envi­
ronment. Thus, the pedestrian malls increase the sales of shops located in the malls, and 
moreover reinforce the economic base of the inner parts of the city. 
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